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2025 年 7 月 15 日 

TOPPAN ホールディングス株式会社 

 

TOPPAN ホールディングス、大阪・関西万博会場内の「TEAM EXPO パビリオン」 

ステージで  「日本文化×先端技術」をテーマとしたイベントを開催 

ユネスコ無形文化遺産「伝統的酒造り」を題材に、 

くずし字 AI-OCR による古文書解読技術の活用事例を交え、日本文化の未来を展望 

 
  

TOPPAN ホールディングス株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：麿 秀晴、以下 TOPPAN

ホールディングス）は、7 月 27 日（日）に 2025 年日本国際博覧会（以下、大阪・関西万博）の「TEAM 

EXPO パビリオン」ステージにて、「日本文化の継承と魅力発信―古文書から読み解く歴史―」をテーマと

したステージイベントを開催します。 

 

TOPPAN ホールディングスは「TEAM EXPO 2025」プログラムに登録し、「日本文化の継承と魅力発信」

をテーマにこれまで全国さまざまなエリアにおいて活動を展開してきました。 

「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする大阪・関西万博において、日本文化の継承と発信を未来

につなげるこれらの活動は TOPPAN グループの Purpose「人を想う感性と心に響く技術で、多様な文化が

息づく世界に。」に通じるものです。 

 

このたびのイベント「日本文化の継承と魅力発信―古文書から読み解く歴史―」は、これまで実施してき

た TOPPAN ホールディングス主催の「TEAM EXPO 2025」プログラムイベントの集大成として、大阪・関西

万博会場にて開催します。 

 

本イベントでは、2024 年 12 月にユネスコ無形文化遺産に登録された日本の「伝統的酒造り」をテーマ

に、歴史的資料により過去から現代へどのように技術や文化が伝承されてきたかを読み解きます。日本に

おける「酒造り」は、自然や気候と深く結び付きながら各地の風土に応じて発展し、今日に至るまで受け継

がれてきました。また、こうした伝統的な技術で製造される日本酒は、古くから祭礼行事をはじめとする文化

や、流通・経済などとも深い関係にあると考えられます。 
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本イベントでは小西酒造株式会社 代表取締役社長の小西 新右衛門氏や、熊本大学永青文庫研究セ

ンター長の稲葉 継陽氏、そして神戸大学経済経営研究所 高槻 泰郎氏に登壇いただき、TOPPAN 株式

会社で古文書解読技術「くずし字 AI-OCR」の開発に携わる福井尚子による活用事例の紹介を交えつつ、

これからの時代に日本文化をいかに継承し、未来にどうつなぐかを多角的に探ります。 

 

■ 開催概要 

イベント名 
日本文化の継承と魅力発信—古文書から読み解く歴史— 

https://www.expo2025-toppan.com/news/tep/  

日時 7 月 27 日（日） 14:00～16:00 

会場 
大阪・関西万博 フューチャーライフヴィレッジ内「TEAM EXPO パビリオン」ステージ 

https://www.expo2025.or.jp/future-index/future-life/flv/ 

主催 TOPPAN ホールディングス株式会社 

参加条件 
・大阪・関西万博への入場券が必要です。 

・予約不要・入退場自由となります。 

ライブ 

配信情報 

大阪・関西万博のバーチャル万博アプリ「バーチャル万博～空飛ぶ夢洲～」の 

「フューチャーライフヴィレッジ」展示空間内「ステージエリア」からライブ視聴可能 

※詳しくは特設サイトをご覧ください。 

 

■ イベントプログラムと登壇者について 
＜第 1 部＞  講演  

① 古文書から読み解く歴史－TOPPAN の取り組み－ 

（登壇：TOPPAN 株式会社 福井 尚子） 

 

② 古文書×AI 「伝統的酒造り」の過去・現在・未来 －『伝統的酒造り』ユネスコ無形文化遺産登録－  

（登壇：小西酒造株式会社 代表取締役社長 小西 新右衛門氏） 

 

③ 近世初期細川家の記録に見る酒とその役割 

（登壇：熊本大学永青文庫研究センター 稲葉 継陽氏） 

 

④ 商都大阪・堂島米市場に見る江戸時代の「先物取引」 

（登壇：神戸大学経済経営研究所 高槻 泰郎氏） 

 

＜第 2 部＞  トークセッション 

登壇：小西 新右衛門氏、高槻 泰郎氏、稲葉 継陽氏／ファシリテーター：福井 尚子 

トークセッションでは、「未来」にフォーカスし、古文書を未来へ残していくことや、日本文化を継承してい

くこと、更に古文書解読技術が果たす役割を軸に、それぞれの専門分野から見える「可能性」について語り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.expo2025-toppan.com/news/tep/
https://www.expo2025.or.jp/future-index/future-life/flv/
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■ TOPPAN グループの古文書解読サービス「ふみのは®」について 
TOPPAN グループでは 2015 年からくずし字 OCR の技術開発に取り組んでおり、古文書解読とくずし

字資料の利活用サービス「ふみのは®」を提供しています。これまでくずし字 AI-OCR を中心とした、古文

書解読の受託、市民参加型ワークショップや大学授業の支援、さらにスマホアプリ「古文書カメラ®」の配信

など、様々なサービスが広く活用されてきました。今後も全国の様々な教育機関、博物館・資料館、民間の

老舗企業、地方自治体などと提携し、全国各地に眠る貴重な歴史的資料の研究・活用の支援に取り組ん

でいきます。 

https://www.toppan.com/ja/joho/fuminoha/  

 

■ TOPPAN グループの大阪・関西万博に関する取り組み 

TOPPAN ホールディングスは大阪・関西万博において、未来社会ショーケース事業「デジタル万博・自

動翻訳システム」のほか、テーマ事業「シグネチャーパビリオン」のうち、プロデューサー河森 正治氏（テー

マ「いのちを育む」）、宮田 裕章氏（テーマ「いのちを響き合わせる」）が担当するパビリオンに協賛、さらに

未来社会ショーケース事業「フューチャーライフ万博・フューチャーライフエクスペリエンス」の常設展示

『「生命の誕生」と「生命の未来」を体感するアートインスタレーション「Zero Gravity Art」』にも協賛していま

す。 

 https://www.expo2025-toppan.com/  

 

■ これまでの TOPPAN 主催 「TEAM EXPO 2025」プログラムイベントについて 
・古文書からひも解く『江戸時代の日本酒文化』ワークショップ 

https://team.expo2025.or.jp/ja/post/1885 

 

・“商都”大坂から“国際金融都市”大阪へ～中之島で学ぶ金融～ 

https://www.expo2025-toppan.com/team-expo/20240622-2/ 

 

・「細川家文書」から読み解く江戸時代の熊本城～災害復興とくらし～ 

https://www.expo2025-toppan.com/team-expo/team-expo-2025-kumamotojo/  

 

 
＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 

 

 

以  上 
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